
総務企画委員会会議記録

総務企画委員長 木付 親次

１ 日 時

令和元年１２月６日（金） 午後２時００分から

午後４時０８分まで

２ 場 所

第４委員会室

３ 出席した委員の氏名

木付親次、衛藤博昭、今吉次郎、麻生栄作、尾島保彦、平岩純子、荒金信生

４ 欠席した委員の氏名

な し

５ 出席した委員外議員の氏名

堤栄三

６ 出席した執行部関係者の職・氏名

総務部長 和田雅晴、企画振興部長 中島英司 ほか関係者

７ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

８ 会議の概要及び結果

（１）第１０８号議案のうち本委員会関係部分及び第１１０号議案から第１１６号議案までに

ついては、可決すべきものといずれも全会一致をもって決定した。

（２）陳情６及び７について、質疑を行った。

（３）次期行財政改革プランの策定について、大分県長期総合計画の変更及び第２期まち・ひ

と・しごと創生大分県総合戦略の策定について、九州の東の玄関口としての拠点化戦略の

中間見直しについて並びにラグビーワールドカップ２０１９日本大会大分開催の総括につ

いてなど、執行部から報告を受けた。

（４）閉会中の継続調査について、所定の手続を取ることとした。

９ その他必要な事項

な し

１０ 担当書記

議事課委員会班 課長補佐（総括） 冨高徳己

政策調査課調査広報班 主査 後藤仁美



総務企画委員会次第

日時：令和元年１２月６日（金）１４：００～

場所：第４委員会室

１ 開 会

２ 企画振興部関係 １４：００～１５：１５

（１）諸般の報告

①大分県長期総合計画の変更及び第２期まち・ひと・しごと創生大分県総合戦略の

策定について

②九州の東の玄関口としての拠点化戦略の中間見直しについて

③ラグビーワールドカップ２０１９日本大会大分開催の総括について

④トリニータのシーズン結果について

⑤カルチャーツーリズムの検証について

（２）付託外案件の審査

陳 情 ６ 県議会のチェック機能・監視機能について

陳 情 ７ 第２期総合戦略について

（３）その他

３ 総務部関係 １５：１５～１６：１５

（１）付託案件の審査

第１０８号議案 令和元年度大分県一般会計補正予算（第３号）

（本委員会関係部分）

第１１０号議案 大分県の事務処理の特例に関する条例の一部改正について

第１１１号議案 大分県職員定数条例の一部を改正する条例の一部改正について

第１１２号議案 職員の給与に関する条例等の一部改正について

第１１３号議案 大分県使用料及び手数料条例の一部改正について

第１１４号議案 当せん金付証票の発売について

第１１５号議案 大分県税条例の一部改正について

第１１６号議案 大分県産業廃棄物税条例の一部改正について

（２）諸般の報告

①次期行財政改革プランの策定について

（３）その他

４ 協議事項 １６：１５～１６：２０

（１）閉会中の継続調査について

（２）その他

５ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

ただいまから、総務企画委員会を木付委員長

開きます。

本日は委員外議員として堤議員に出席いただ

いています。

委員外議員の方が発言を希望する場合は、委

員の質疑の終了後に挙手し、私から指名を受け

た後、長時間にわたらないよう、要点を簡潔に

御発言願います。

本日審査いただく案件は、今回付託を受けた

議案８件です。

この際、案件全部を一括議題とし、これより

企画振興部関係の審査に入ります。

執行部から報告の申出がありますので、これ

を許します。

それでは、①の説明をお願いします。

私から、①の説明に入る前中島企画振興部長

に、少し御報告します。

委員の皆さんも既に御存じと思いますけれど

も、昨日夕方、公立大学法人県立芸術文化短期

大学で火災が発生しました。この芸文短大では

今、キャンパス整備を進めているところなんで

すけれども、その工事を請け負う建設業者の現

場事務所が火元となって、その現場事務所、２

階建てのプレハブが全焼するという事故でした。

原因はまだ分かっていませんけれども、今日

朝から現場検証をしていて、まだそれが続いて

いると聞いています。この現場検証を経て原因

が究明されます。いずれにしても学内での火災

という、あってはならないことを引き起こして

しまったこと、そして結構火も出ましたから、

近隣の皆さん方を大変不安にさせて本当に申し

訳なく思っているところです。幸い、人的被害

はなく、他の建物への延焼もありませんでした

けれども、隣の土地の空き地の草木が少し燃え

たのと、大学のすぐ隣がクラブハウス、ＲＣの

建物なんですけれども、そのガラスが熱によっ

て割れるといった若干の被害が出ている状況で

すが、今、講義には影響は出ていません。

一歩間違えば本当に大きな被害につながるお

それもあったことから、まだ原因は分かってい

ない段階ですが、二度とこのようなことのない

よう、私どもとしても気を引き締めていきたい

と思いますし、早速私から直接請負業者に注意、

指導を行ったところです。あわせて、現在稼働

中の県のほかの工事現場にも注意を促しました。

今回のこの火災への対応をしっかり行うととも

に、今後このようなことがないように取り組ん

でいきたいと思っています。

あともう１点、次はお礼です。ラグビーワー

ルドカップ大分開催は、皆さまのお陰で、大成

功を収めることができました。大変ありがとう

ございました。

５年前、大分県への大会招致を求める１２万

人を超える県民の署名が集まり、県議会におか

れても、開催実現に向けた決議を全会一致で可

決していただくなど、県議会、県民の皆さんが

一丸となって、後押しをしていただきました。

そして、心からのおもてなしをしていただいた

結果だと思います。心から感謝申し上げます。

詳細については、後ほど担当課長から説明さ

せますが、大分開催を成功させたこのかけがえ

のない経験をレガシーとして、次の地方創生の

取組にしっかりといかしていきたいと考えてい

ます。

それでは、大分県長期総合計画の変更につい

て御説明します。

資料１大分県長期総合計画「安心・活力・発

展プラン２０１５」（たたき台）を使って説明

します。

さきの第３回定例会においては、大分県行政

に係る基本的な計画の議決等に関する条例第４

条に基づく立案段階での報告として、見直しの

概要を御説明しましたが、今回は、これまでの

中間見直し委員会における議論等を踏まえ作成

したお手元のたたき台により、主な見直しの内

容について御説明します。
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１ページをお開きください。１計画改訂の趣

旨ですが、現行の長期総合計画である「安心・

活力・発展プラン２０１５」は本年度、中間年

を迎えています。

これまで計画を着実に実行し、安心・活力・

発展の大分県づくりを進め、各分野の実績も上

がってきました。一方で、本県を取り巻く環境

は、少子高齢化・人口減少やグローバル化の加

速により、従来の常識をはるかに超える速度で

変化しています。

また、国・地方にとって地方創生が大きな課

題となっています。これらの急速な時代の変化

や地方創生という地域間競争に対応するため、

現行計画の見直しを行うこととしたところです。

２計画の性格・役割、３計画の期間は現行ど

おりとしています。

次に、４計画の構成については、基本構想編

と基本計画編の２部構成とし、基本構想編では、

変化する社会情勢等を示した時代の要請と基本

目標、基本計画編では政策・施策体系を示すこ

ととしています。

３ページをお開きください。時代の要請とし

ては、大きく三つの項目を示しています。

まず、（１）大分県版地方創生の加速前進で

は、人を大事にし、人を育てる、仕事をつくり、

仕事を呼ぶ、基盤を整え、地域を活性化すると

いう三つの取組の方向性を示しています。

５ページをお開きください。（２）先端技術

への挑戦では、先端技術を活用した地域課題の

解決や先端技術産業の創出について、（３）強

靱な県土づくりでは、抜本的な治山･治水対策

や南海トラフ地震・津波への対応について、そ

れぞれ方向性を示しています。

６ページを御覧ください。（４）時代の要請

の最後には、人口ビジョンを示す予定としてい

ます。年末に閣議決定予定である国の方向性を

踏まえ、新たな将来展望を示したいと考えてい

ます。

７ページをお開きください。基本目標ですが、

こちらは現行計画を踏襲しています。

９ページをお開きください。これらの基本構

想を踏まえ、新計画で考えている新たな分野別

政策です。

安心の分野では、三つの日本一の実現や強靱

な県土づくり、移住・定住の促進といった政策

を掲げています。

次のページの活力の分野では、農林水産業、

商工業、観光産業の振興、女性の活躍などに向

けた政策を掲げています。

次のページの発展の分野では、教育、芸術文

化、スポーツ、交通などの政策を掲げています。

各分野の主な内容については、各常任委員会

で御説明していますが、当部関係の主な内容に

ついては、後ほど、担当課長から説明します。

以上が、大分県長期総合計画の変更に係る説

明です。

続いて、報第４７号第２期まち・ひと・しご

と創生大分県総合戦略の策定について御説明し

ます。

総務企画委員会資料の１ページをお開きくだ

さい。

１戦略策定の理由ですが、現行のまち・ひと

・しごと創生大分県総合戦略は、平成２７年１

０月に策定され、その期限を今年度末としてい

ましたが、その後の少子高齢化・人口減少など

の状況を踏まえ、新たな戦略、戦略期間５年間

を策定するものです。

２戦略策定の基本的考え方ですが、本戦略は、

長期総合計画の中から、まち・ひと・しごと創

生に関連する施策を、集中的・重点的に推進す

るための計画として策定し、市町村とも連携を

図ることとしています。

次に、戦略の構成等の説明ですが、２ページ

を御覧ください。

まず、資料上段に記載しています、戦略の前

提となる大分県人口ビジョンについてですが、

現段階で推計したところでは、今世紀末におけ

る本県の人口は４５．８万人という状況です。

このため、引き続き、人口減少に歯止めをか

け、今世紀末には何とか９０万人から１００万

人程度の人口を維持すべく、まずは２０３０年

の合計特殊出生率２．０、２０２５年の社会増

減の均衡を目指して、自然増・社会増対策に取

り組むこととしています。
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資料下段を御覧ください。総合戦略における

基本目標と基本的方向性を記載しています。

基本目標については、さきほど長期総合計画

の変更において説明したとおり、人、仕事、地

域という三つを掲げ、その下段に記載の基本的

方向性に基づき取組を進めていきます。

総合戦略のたたき台については、お手元に資

料２としてお配りしていますが、その内容は長

期総合計画を総合戦略の基本目標に沿って整理

したものであり、主な取組内容等については、

後ほど長期総合計画を用いて御説明します。

資料３を御覧ください。これは、長期総合計

画と総合戦略との関係を示したものです。

大分県版地方創生は、地方に人をつくり人を

育て、仕事をつくり仕事を呼び、人と仕事の好

循環で地域を活性化しようとするものであり、

本県がこれまで取り組んできた安心・活力・発

展の大分県づくりと軌を一にするものであり、

これまでの成果に新たな政策を積み上げながら、

安心・活力・発展の大分県づくりを進めるとと

もに、大分県版地方創生を加速前進させていき

ます。

なお、今後のスケジュールについてですが、

両計画とも、本日の議論を踏まえ、今後、パブ

リックコメントや中間見直し委員会等を経て、

次回の定例会で議案として上程したいと考えて

います。よろしくお願いします。

私からの説明は以上ですが、当部関係の主な

取組について、引き続き担当課長から御説明し

ます。

続いて、ただいま磯田審議監兼政策企画課長

御説明した計画のうち、企画振興部所管の１０

施策について説明します。

なお、総合戦略の取組は、長期総合計画の取

組を別軸の基本目標で整理し直したものである

ため、本日は資料１大分県長期総合計画「安心

・活力・発展プラン２０１５」（たたき台）に

より御説明します。

５７ページをお開きください。まず、ネット

ワーク・コミュニティの構築についてです。

これまで、ネットワーク・コミュニティの構

築に取り組んできましたが、この先、集落がさ

らに小さくなり、支援が必要となる集落の増加

が見込まれることから、次のページの③一つ目

のとおり、今後は、社会福祉法人やＮＰＯなど

様々な方々が担い手として参加いただけるよう

取り組みます。また、構築されたネットワーク

が維持していくよう支援していきます。

三つ目になりますが、あわせて、移住に至ら

ないまでも、地域を支え、地域に活力をもたら

すことが期待されている関係人口の創出にも力

を入れていきます。

目標指標については、令和６年度には県内集

落の半数にあたる２，１２５集落に上方修正し

ています。

次に、６７ページをお開きください。移住・

定住のための環境整備とＵＩＪターンの促進で

す。

これからの基本方向の一番下に記載していま

すが、「移住したいけん（県）日本一」という

メッセージを打ち出し、県民総ぐるみでＵＩＪ

ターンの増加に取り組み、目標指標である移住

者数を令和６年度に２，７００人まで大幅に伸

ばすこととしています。

６８ページの上から二つ目に記載しています

が、特に、福岡に設置予定の交流拠点を活用し

た若い女性や、首都圏での就職氷河期世代を含

む、転職を考えている非正規雇用の方々に対す

るアプローチを強化します。

次に、９４ページをお開きください。海外に

開かれたネットワークづくりと輸出促進・多文

化共生社会の構築ですが、主な取組の②を御覧

ください。

本県の人口に占める留学生数は全国トップク

ラスです。この点を人口減少対策にもいかし、

留学生が卒業後も県内に定着してもらえるよう、

新たな指標として留学生の県内就職・起業数を

設定し、おおいた留学生ビジネスセンターを拠

点とした留学生の県内就職や起業の支援に取り

組みます。

また、本年６月に設置した外国人総合相談セ

ンターを核に、外国人向けの行政サービスなど

の充実を図り、外国人が移住してくれる県とな

るよう取り組みます。
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次に、９５ページをお開きください。戦略的

広報の推進です。

目標指標で掲げた魅力度ランキングの順位が

達成できていない状況です。そのため、次のペ

ージの③のとおり、これまで培った温泉のイメ

ージとあわせて、豊かな自然や食、歴史や芸術

文化など、様々な魅力を組み合わせた情報発信

を強化し、総合的なブランドイメージの向上を

図ります。

また、④になりますが、ＷＥＢやＳＮＳなど

の効果的な活用に加え、デジタルマーケティン

グの手法を取り入れ、情報ごとに最適な対象に

最適なタイミングで届けられるよう取り組んで

いきます。

次に、１０２ページをお開きください。地域

の元気の創造ですが、主な取組の②を御覧くだ

さい。

昨年の国民文化祭等の開催を契機として、芸

術文化にも、地域のシビックプライドの醸成や

鑑賞する人を呼び込むという、地域に活力をも

たらす力が再認識されたことから、これまでの

取組に加え、芸術文化をいかした特徴ある地域

づくりを積極的に進めていきます。

また、③の三つ目になりますが、地域づくり

の担い手・後継者不足が顕在化していることか

ら、移住者や地域おこし協力隊員、外国人など、

多様な人材の新たな視点を活用した地域活性化

に取り組んでいきます。

次に、１２５ページをお開きください。「知

の拠点」としての大学等との連携です。

地方における人手不足が課題となる中、例え

ば大分大学では約６割が県外に就職しており、

優秀な人材を確保するためにも、次のページの

①の三つ目のとおり、学生や保護者の方々に県

内の企業を知ってもらうセミナーの開催など、

産業界とも連携して県内就職の促進に取り組み

ます。また、①の最後に記載していますが、リ

カレント教育や生涯教育への期待も高まってお

り、産業界等とも連携し、取組を進めていきま

す。

こうした県と県内大学等との連携をさらに進

めるため、目標指標を上方修正しています。

次に、１３１ページをお開きください。芸術

文化の創造です。

潤いある豊かな生活、創造的で活力あふれる

地域社会を実現するためには、芸術文化が不可

欠です。このため、次のページの①のとおり、

引き続き、別府アルゲリッチ音楽祭など、質の

高い芸術文化の鑑賞機会の充実を図ります。

また、昨年の国民文化祭では、宇宙航空研究

開発機構（ＪＡＸＡ）、海洋研究開発機構（Ｊ

ＡＭＳＴＥＣ）の協力を得て開催した「海と宙

（そら）の未来展」が好評を博しました。この

ため、その下の②のように、大分ゆかりの芸術

家や世界的な作品の展示に加え、科学分野の展

示や芸術文化と先端技術がコラボレーションし

た展示などにも取り組んでいきます。

次に、１３３ページをお開きください。芸術

文化ゾーンを核としたネットワークづくりです。

国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭のレガ

シーとして、芸術文化の新たな展開や次代を担

う人材の育成、さらには、アートを通じた障が

い者への理解と社会参加の促進など、多様な芸

術文化の振興に取り組んでいきます。

中でも、別府の現代アート、国東・竹田の創

作工芸など、特色あるプロジェクトが広がって

いることから、こうした動きを加速させるため、

次のページの③の四つ目にあるように、大分に

来たくなるような、特徴ある芸術文化の新たな

展開やカルチャーツーリズムの実施など、芸術

文化と観光・地域振興の一体的な推進に取り組

みます。

次に、１４１ページをお開きください。スポ

ーツによる地域の元気づくりです。

ラグビーワールドカップでは日本中が沸き上

がり、また、来年の東京オリンピック・パラリ

ンピックなど、国民のスポーツに対する関心も

高まっています。

このため、次のページの②の四つ目ですが、

この機を逃さず、スポーツ合宿の受入れを推進

するため、スポーツコミッションを立ち上げ、

市町村や競技団体、企業などと一体となり合宿

誘致に取り組みます。目標指標も、受入人数を

令和６年度には９万人まで伸ばすこととしてい
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ます。

また先日、来年７月４日のラグビー日本代表

戦が発表されましたが、③にもあるとおり、ラ

グビーワールドカップのレガシー継承もしっか

り取り組んでいきます。

次に、１４３ページをお開きください。九州

の東の玄関口としての拠点化です。

九州の東の玄関口として、人・物の流れの拠

点化を進めていますが、東京オリンピックなど、

今後、インバウンドをはじめとした人の流れの

活性化が見込まれることから、交通拠点施設や

ネットワークの充実が必要となります。

そこで、次のページの②のように、別府港の

船の大型化への対応やフェリー上屋の集約配置

などの機能強化に取り組みます。また、③にあ

るように、大分空港への海上アクセスの実現に

向けた取組を進めます。

目標指標の上段ですが、これまで広域公共交

通輸送人員としていましたが、取組の成果をよ

り適切に把握できるフェリー・航空輸送人員に

変更しています。

以上で企画振興部所管部分の説明を終わりま

す。

ただいまの報告について、質疑は木付委員長

ありませんか。

この長計と第２期まち・ひと・しご麻生委員

と創生総合戦略は、骨格になる重要な部分です

ので、これはしっかりやってほしいなと思いま

す。そういう意味で、これをやることによって

予算も集中投下をするとか、具体的な施策に反

映をしていくことになろうかと思うんです。そ

のときに、最終的に人口減の深刻な状況にどこ

まで歯止めをかけるかとか、あるいは地方経済

の目標をどのように設定するかが非常に重要で、

先日も委員会として内閣府地方創生推進事務局、

前の県総務部長である島田参事官のところにも

行って、地方版総合戦略の策定・効果検証のた

めの手引き（令和元年６月版）もいただいたん

です。これに基づいて多分やっているんだろう

と思うんですが、ＫＰＩの目標設定も一応盛り

込まれているようですが、ここで言う政策の５

原則、自立性とか将来性、地域性、直接性、結

果重視という政策５原則が具体的にどう反映さ

れているのか、まだよく見えないという気もし

ています。これは指摘しておきます。

また、問題はどういうデータに基づく前提条

件で、目標数値がこうなっているのか。そこの

前提条件を間違っていたら元も子もないわけで

すから、そういった部分がなかなか分かりづら

いので、地域経済分析システムの活用というこ

とも言っていますし、我々議会としてはどうチ

ェックしていくか。

この手引きの最後の８項目に、地方議会との

関係というのが明記されています。この地方議

会との関係について、総合戦略の策定段階や効

果検証の段階において十分な審議が行われるよ

うにすることが重要で、さきほどのスケジュー

ル管理で言ったときに、パブコメをこれから行

いますと。パブコメが終わった時点で、それぞ

れの分野、それぞれの常任委員会ごとに集中審

議の時間をどう取るのか。あるいは今後第三者

機関で見直しが行われるとさきほど説明があり

ましたが、そこで各常任委員会にどのような説

明があって、この８項目の地方議会による議論、

政策策定段階や効果検証の段階において我々が

議会として関与できる機会をちゃんと担保でき

るのかどうか、そこについて部長、その点だけ

お答えいただければ幸いです。

さきほど審議監から御説明中島企画振興部長

しましたけれども、前議会で大筋をお示しし、

そして今議会でもこういったたたき台を説明し、

それからパブリックコメントをして県民の皆さ

んから意見をいただいて、それからまた見直し

の委員会でも議論していただくと。こういった

ところで、一連の流れの中で十分御意見をいた

だけるんではないかなと思っています。最終的

には、次回の第１回定例会において議案として

上げ、またそれを議論していただくので、その

中で本日もこれから皆さまと御議論し意見をい

ただき、そういった場を通じてしっかりと意見

を取り入れていきたいと思っています。

例えば今日、資料を配付していただ麻生委員

いたんですけど、今日議論するということであ

れば事前配付が当然です。そこは指摘しておき
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ます。いずれにしてもパブコメはこれから作業

に入ると。そして同時に第三者委員会での見直

しと、いくつか過程があるわけですから、次回

の第１回定例会でこれをそのときだけで審議す

るということでは、ちょっとどうかなと思って

いますので、委員長ともよく御相談いただいて、

それぞれの節目の段階で丁寧な形で議会へも説

明していただければと思います。それは要望し

ておきます。

今、麻生委員からもお話がありまし尾島委員

たが、人口ビジョンは大きな前提要件だと思う

んですね。総合計画とか、このまち・ひと・し

ごと創生総合戦略にも書かれていますが、世紀

末には９０万人から１００万人ぐらいの人口を

維持しようということなんですけど、バックデ

ータ等は何かケーススタディーをやったんです

かね。

それと資料を見ると、２０４０年には約９４

万人ということで、年に５千人以上減ったよう

な計算になっているんですけど、そういった現

状がどの段階から反転攻勢していくのか。これ

は議案質疑の際にも聞いたんですけど、ある段

階から人口が増加に転じるというお話だったん

ですね。その前提条件となったデータをお願い

します。

１点目ですけれど中山おおいた創生推進課長

も、総務企画委員会資料２ページの大分県人口

ビジョン上段にある目指すべき将来の方向の自

然増、社会増に関して、方向性として仮定値と

書いていますが、こういったものを掲げ実現し

ていくことによって、基本的には９０万人から

１００万人ということで若干の幅を持って示し

ていますけれども、計画どおり達成できれば、

そのモデルケースとしてそういう形が描けると

いうことです。

それと２点目ですけれども、委員がおっしゃ

った反転の時期ですが、今の描きで申し上げる

と、２０７５年から８０年頃にさきほど示した

資料に書いている増加に転じという時期を予測

しています。

ちなみに、２０８０年頃から世紀末尾島委員

までおおむね２０年あるわけですけど、どこま

で下がってどこまで上がるという計算ですか。

大体でいいですよ。

８０年辺りで、大中山おおいた創生推進課長

分県の人口が約８８万人です。

今、今世紀末に９０万人か中島企画振興部長

ら１００万人というお話を申し上げましたが、

そういうところを念頭にやっていくんだと思っ

ていますけれども、やっぱり一番大事なのはこ

れからの５年間。プランはこれからの５年間で

すし、総合戦略もこれからの５年間。この足元

を、この５年間をどう取り組んでいくかという

のが一番大事かなと思っています。

それが、冒頭に申し上げた２０３０年に合計

特殊出生率２．０と。直線的に考えると２０２

５年に１．８３ぐらいと。それから２０２５年

に社会増減均衡となることを目指して、この５

年間やっていきたいと思っています。

大体、国も同じような考え方ですので、国と

も歩調を合わせながら、高い目標だと思います

けれども、やっぱりその高い目標に向かって、

高い目標であるからこそ工夫もしていかなけれ

ばなりませんので、そういったこともやりなが

ら、５年後に向かってまずは取り組んでいきた

いと考えています。

第２期総合戦略の策定というこ衛藤副委員長

となんですけど、ちょっと自分が見落としたか

もしれませんが、１期の検証とかレポートとか、

そういうのってどうなっているんでしょうか。

次期総合戦略を策中山おおいた創生推進課長

定中ですけれども、前期に関する個別のレポー

トは策定する予定はありません。

やっぱり２期を考える上で、１衛藤副委員長

期がどうだったか、その検証結果がないと、我

々もそれを下敷きにしないとなかなか判断、議

論がしづらいというのが正直なところです。ボ

リュームとか形とかはいろいろあるかもしれな

いんですけれども、そこはやっぱり議論のベー

スとして、ぜひお示しいただければと要望する

ところです。よろしくお願いします。

国の方針に多分沿ってはいくでしょ今吉委員

うけど、やっぱり大分県としては、ここに書い

ている地方創生は大分からという気概のもとと
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あるように、この総合戦略の中で大分県として

の特色をどの程度出せるかにあると思うんです

よ。だから、これを見ると大体どこでも同じよ

うな政策があるんですが、多分ほかの県もある

んでしょうけど、大分県としてこれだけは絶対

すごいというようなことはありますかね。

プランを土台にし中山おおいた創生推進課長

て総合戦略の策定をしていますけれども、基本

的には多様な分野にチャレンジすることによっ

て、ビジョンで想定する人口減少の歯止め、増

加に向かって取り組んでいくことかと思います。

その中でも例えば先端産業へのチャレンジとか、

そういったところはまだ全国的にもチャレンジ

しかけているところで、大分県はその辺りのポ

テンシャル、プレゼンスを上げながら力を発揮

して、地域の存在感を発揮していく取組などは

一つかと考えています。

多分、地方創生って、視察に行って今吉委員

も大体似たようなパターンが多いんですよね。

しかし、大分県のこの文面を見ると、大分から

発信したいという気概があり、やっぱりよそか

ら視察に来てもらえるくらいの事例を作り、そ

れを県民にもっと知らせなきゃいけないと思い

ますね。ハードルは高いと思いますが。

今回、目標指標をかなり表記してい麻生委員

ただいているんですけど、例えば人口減少に歯

止めをかけると。それぞれの市町村ごとの人口

推計で、どこの市はどのくらい減るとかいう具

体的な数値が出ている中で、観光庁が、一人の

定住人口が減ることを経済的に補うためには、

例えばインバウンドを何人とか、宿泊観光客を

何人とか、日帰りだったら何人という数値目標

を明確に示しているんです。これを大分県に置

き換えた場合に、今回のラグビーみたいな欧米

・大洋州だった場合と、韓国とか近隣諸国によ

って数値が全然変わるわけですよね。移住にし

ても、例えば高齢の方にお越しいただくか、若

い子育て世代をターゲットにするかによって全

然違ってくるわけですよね。

この目標数値の背景にある前提条件とか、そ

ういった部分は多分あるだろうと思うので、今

後そういったものも可能な限り明確に分類する

とか、地域ごとに分けるとか、その上の積上げ

で結果がこうだよと示せるような形に積み上げ

ていただければと思います。作業は大変だと思

いますけど、頑張ってください。

私も勉強不足だと思いますが、「安平岩委員

心・活力・発展プラン２０１５」の見直しでず

っと聞いてきた、学んできたことがここに本当

にコンパクトに、丁寧に書かれているんですけ

ど、さきほど麻生委員も言われたんですが、急

に渡されて何ページを御覧くださいと言われて

も、正直ページを追うのが精一杯なんですよね。

だから、できれば１日前でも２日前でも渡して

いただけたらと。じゃあ十分勉強してくるかっ

て言われたらそうしなきゃいけないんですけど、

これから資料を提出されるときはお願いできた

らと思います。

要望ですか。木付委員長

はい。平岩委員

委員外議員の方はありませんか。木付委員長

〔「なし」と言う者あり〕

次の②の説明をお願いします。木付委員長

総務企画委員会資料の３ペ遠藤交通政策課長

ージをお開きください。九州の東の玄関口とし

ての拠点化戦略の中間見直しについて御説明し

ます。

この拠点化戦略の期間については、県の長期

総合計画と同じく令和６年度までとしています

が、本年度、長期総合計画の中間見直しが行わ

れるのにあわせて、本戦略についても中間見直

しを行うものです。

これまで、本年５月の初常任委員会において

戦略の中間見直しの実施について御報告した後、

県の関係部局で構成する拠点化推進会議で検討

作業を進め、６月には民間有識者等からなる拠

点化戦略フォローアップ会議を開催し、助言や

提言をいただいたところです。さらに、先月８

日まで実施したパブリックコメントでの意見も

踏まえ、このたび戦略の中間見直しの素案を取

りまとめましたので、その概要について説明し

ます。

今回の中間見直しでは、人の流れの拠点化、

物の流れの拠点化、交通インフラの整備、将来
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の大分県を支える交通体系の構築という従来か

らの取組の柱は維持しつつ、戦略を取り巻く状

況の変化や戦略策定後に具体化された取組を反

映しています。

まず、人の流れの拠点化に向けた取組では、

航空において、従来のソウル線に加えて、台湾、

中国その他アジア地域からの定期国際線の誘致

を進めることを盛り込みました。大分空港への

新たな海上アクセス手段についても検討するこ

ととしています。

また、別府港の基幹拠点化では、平成３１年

３月に新たに策定した別府港再編計画を推進す

るため、大阪港航路のフェリー船舶の大型化に

伴い必要となる港湾施設の整備、ＰＦＩを活用

した公共交通ターミナル施設の整備や観光・商

業等の複合施設の整備によるにぎわいの創出な

どについて、新たに盛り込んでいます。

４ページを御覧ください。

次に、物の流れの拠点化に向けた取組では、

大分港大在地区において急増するＲＯＲＯ船の

寄港に対応するため、２隻同時利用が可能な岸

壁を６号Ｃ－２地区に整備することや、ＩｏＴ

等を活用してターミナルの高度化を図ることを

新たに盛り込みました。

また、交通インフラの整備と将来の大分県を

支える交通体系の構築では、高規格幹線道路等

の充実・強化と港の機能強化、東九州新幹線の

整備計画路線への格上げに向けた取組等を、引

き続き推進していくこととしています。

今後のスケジュールですが、本戦略の上位計

画である県の長期総合計画に対するパブリック

コメントでの意見も踏まえた上で、成案に仕上

げたいと思っています。

また、総務企画委員をはじめ、議員の皆さま

からも御意見、御指導を賜りたいと思っていま

すので、どうぞよろしくお願いします。

ただいまの報告について、質疑は木付委員長

ありませんか。

さきほどパブリックコメントを考慮平岩委員

してと言われました。パブリックコメントでど

ういう傾向のものがあったのか、少し分かれば

教えてください。

主なものを少し読み上げま遠藤交通政策課長

すと、まず別府港のフェリーターミナル等を今

後整備することとしていますけれども、このフ

ェリーターミナルについては、観光客などの利

用者だけではなく、市民や県民がちゃんと憩え

るような場所としてほしいという声がありまし

た。また、今、自転車熱が高まっているので、

別府港再編後、遊歩道に自転車でも通行や散策

できる機能を盛り込んでほしいと。また物につ

いては、現状では航路数の多い北九州港のフェ

リーを利用しているという状況ですけれども、

県内の港の航路や便数が充実すれば輸送費が縮

減され、価格競争で有利になるんではないかと

いう意見がありました。

それでは、大分空港への海上アクセ平岩委員

スについての御意見はなかったですか。

大分空港への海上アクセス遠藤交通政策課長

については、非常に期待しているという御意見

はいただいています。

大分港の関係で先日も申し上げ衛藤副委員長

たんですけど、ＲＯＲＯ船にかなり光が当たっ

ているんですが、コンテナも今非常に頑張って

います。リーマン・ショックで一度結構なダメ

ージは受けたんですけれども、きちんと回復基

調にも入っていますし、長い目で見れば伸びて

きている分野ですので、コンテナの方にもぜひ

もっと光を当てていただければと。ちょっと大

ざっぱな表現になってしまったんですけど、そ

の辺りも長期的には非常に伸びているので、そ

ういった部分も織り込んでいただければと。要

望です。よろしくお願いします。

大分空港の国際線ターミナルビルが麻生委員

良くなり、営業を一生懸命頑張っているという

のは聞いていますが、日本全国、地方空港は大

変苦戦している。受入体制とかいろいろ問題が

あるということも伺いました。大分空港につい

ては大分県独自でできない、課題解決できない

状況にあるんじゃないかなと認識しているんで

すが、現実問題として、どこがポイントで、ど

こにどういう話をしていけばいいとお考えなん

ですかね。

これまで国際線の誘致につ遠藤交通政策課長
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いては、最終段階までいってなかなかうまくい

かないことも結構ありました。外部的な要因と

しては、ハンドリング業務を受託する事業者が

やはり人手不足ということで、向こうの飛行機

が飛んでくる時間とこっちの受け入れる時間で、

そのハンドリングの業務がなかなか合わない、

そういった問題があります。これは今全国的に

問題になっていて、国土交通省も非常に問題だ

という認識を持っています。なので、国に対し

ても、そのハンドリングについての体制の強化、

又は国の補助等も含めて、私どもは機会あるご

とに要望しています。引き続きそこは強く言っ

ていきたいと思っています。

ハンドリング業務というのは、現実麻生委員

的にはＡＮＡかＪＡＬ、その系列関係の関連会

社という認識でよろしいですか。

大分空港においてはそのと遠藤交通政策課長

おりです。

ほかに質疑はありませんか。木付委員長

〔「なし」と言う者あり〕

委員外議員の方はありませんか。木付委員長

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに御質疑もないようですので、木付委員長

次の③の説明をお願いします。

高橋ラグビーワールドカップ２０１９推進課長

それでは、先般行われたラグビーワールドカ

ップ２０１９日本大会大分開催の総括というこ

とで御説明します。

９月２０日に東京スタジアムで開幕した今回

の大会ですが、南アフリカ代表が３大会ぶりに

３回目の優勝を果たしました。大分での５試合

も非常に盛況のうちに終えることができたと思

います。大分開催にあたり、これまでの議員の

皆さま方からの御支援に感謝申し上げます。あ

りがとうございました。

それでは、大会の総括について、資料に沿っ

て御説明します。５ページをお開きください。

まず１のスタジアム、ファンゾーン来場者数

です。

スタジアムでの観戦者は５試合で約１７万３

千人、ファンゾーンは１４日間の合計で約１１

万５千人が来場しました。このうち、海外から

の来場者の推計は、スタジアムで約６万人、フ

ァンゾーンで約５万２千人ということで、海外

の方が非常に多く見えたということです。

また、２のボランティア従事者数ですが、延

べ約４，５００人のボランティアの皆さんがス

タジアムやファンゾーンあるいは案内所で大活

躍してくれました。この稼働人数ですけれども、

東京に次いで２番目か３番目ぐらいのボランテ

ィアの方が、数で言うと活躍していただいたと

いうことです。

６ページを御覧ください。交通輸送について

です。

３のバス・タクシー運行状況ということで表

に整理しています。５試合ありましたが、試合

ごとに整理しています。

まず、初戦の１０月２日の大分駅シャトルバ

スですが、復路の平均時間が約４０分かかりま

した。これはマスコミでも言われましたけれど

も、大分駅周辺に来たときになかなかお客さん

が降りなくて混雑したという状況がありました。

これはやってみなきゃ分からなかったという問

題でしたけれども、原因はスタジアムから出た

瞬間にどっと皆さんがお帰りになる、受け側の

方ではそれを同時に処理することができなかっ

たと。例えば車椅子を使っている方がバスに乗

られると、降りるのに少し時間がかかるという

こともやってみないと分からなかったので、そ

の辺りは車椅子の方が乗られたという情報を受

け側でちゃんとキャッチして、別のところにバ

スを着けて、そこで降りてもらうという細かい

コントロールをしたということもありました。

これは結果に表れていますけれども、シャトル

バスのその後の運行は、一番最後の試合は復路

が約２１分ということで、改善の結果が出たか

なと思います。

また、タクシーについては、初戦の往路の利

用者数が３，３８１人でした。我々は１千人ぐ

らいかなと思っていたんですけれども、これが

非常に多くて、多分タクシーに乗ると直接ホテ

ルまで行けるということがあったりとか、ある

いはお金を持っている方が多かったりしたんだ

ろうと思うんですが、予想を大きく超えてタク
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シーを使われたと。初め、その辺は我々もちょ

っと戸惑ったんですが、これも降り場の数を増

やしたりとかちょっと工夫をすることで、ある

いはバスの方に誘導するといった工夫をして、

ある程度クリアになったかなと考えています。

７ページを御覧ください。４のファンゾーン

の結果です。

まず（１）の入場者数ですが、１４日間で１

１万４，９０１人です。こんなにも多くの方が

見えたということで、それに伴って（２）です

が、公式ファンゾーンの部分だけで約７千万円

の売上げがありました。特に、大分県版フィッ

シュアンドチップスが実に５，３００食も売れ

た、あるいは「おおいた和牛」が１日で１２０

万円売れたということで、これはすごかったか

なと思っています。それからビールについては、

公式スポンサーのハイネケンだけでしたけれど

も、実に約２万リットルが飲まれたと。予想ど

おり、かなりの量が消費されました。

その次の（３）の体験ブースですが、写真を

いくつか掲載しています。男の子が習字を書い

ていますが、これはイギリスの男の子。その隣

はお茶の体験、その右はラグビーの遊びをして

もらいました。特に、書道、茶道、お花や折り

紙などの日本文化の体験が非常に好評でした。

８ページを御覧ください。５の海外への情報

発信です。

多くの海外メディアの方に来ていただきまし

た。試合の放送以外に、例えばワールドラグビ

ーとかイギリスのＩＴＶ、ウェールズ国営放送、

あるいはＢＢＣ辺りも事前に来て、取材をして

いただき、海外への発信もかなりできたのでは

ないかと考えています。写真をいくつか掲載し

ていますけれども、駅の北側の和風のモニュメ

ントが良かったといったお話もありました。ま

た、豊後大野市から持ってきた招き猫、まだあ

りますけれども、これも非常に受けてＰＲをし

ていただきました。

それから（２）の来県チームですが、それぞ

れ独自にＰＲをしていただきました。一番上の

写真、オールブラックスの選手が別府市の砂湯

に行っています。多分強いチームは余裕がある

んだと思うんですが、そういった遊びの部分も

それぞれのＳＮＳでＰＲをしていただいていま

す。その右はエディー・ジョーンズです。何か

してくれないかなと思っていたんですが、我々

が言わなくても、試合の前々日の忙しい中、別

府鶴見丘高校でラグビークリニックをしていた

だきました。しかもそれをこうやってＰＲをし

てくれました。その下はフランスのラグビー協

会ですが、台風第１９号が日本を襲ったときに、

駄原球技場から選手がユーチューブで応援メッ

セージを送ってくれました。我々がお願いしな

くても、そういった形で自然なパブリシティー

ができたんではないかと考えています。

９ページを御覧ください。６の海外観戦客の

主な声です。

まず（１）の交通輸送ですが、前回２０１５

年のロンドンのトゥイッケナムに比べても、交

通が非常にスムーズだったと。一番初めは良く

なかったんですが、その後は非常にスムーズに

いったという評価をいただいています。

それから（２）のファンゾーンについては、

これまでのファンゾーンでは一番良かったと。

これはかなりいただいた声です。いろんな経験

をしている海外のお客さんからも、大分のファ

ンゾーンは非常に良かったという声をいただい

ています。ただ、我々の予想外にお客さんが来

たもんですから、ちょっとテント内が超過状態

になってしまいました。安全のために入場制限

をせざるを得なかったんですが、逆にそれがあ

ったために外でしっかり楽しんでもらえたとい

う状況がありました。我々もそれに対応して、

モニターを増設したりという工夫もしました。

（３）のボランティアについては、前回の大

会に比べて、特に大分のボランティアは非常に

フレンドリーで良かったという声をいただいて

います。

（４）の食については、「おおいた和牛」や

豊後牛が非常においしかったと。しかも大変売

れました。これを機会に、しっかりＰＲができ

たのかなと考えています。

データ的なところをお示ししましたけれども、

今回のラグビーワールドカップについて議会で
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の御質問もありましたが、いろんな成果があっ

たと考えています。そういった成果を一過性の

ものにしないで、これからしっかりつないでい

く必要があるという御指摘をいただいたと思っ

ています。２０年後のラグビーワールドカップ

が来るかどうか分かりませんが、来年７月には

イングランド戦が大分で行われますので、それ

に向けても、まずラグビーの魅力を若い世代に

しっかり感じてもらい、この経験をいかしてい

けるよう、準備を含めて今後もやっていきたい

と考えています。

ただいまの報告について、質疑は木付委員長

ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

委員外議員の方はありませんか。木付委員長

〔「なし」と言う者あり〕

質疑もないようですので、次の④木付委員長

と⑤の説明をあわせてお願いします。

総務企画委員秋月芸術文化スポーツ振興課長

会資料の１０ページを御覧ください。

県議会の皆さまには、平素から大分トリニー

タに御支援いただき、ありがとうございます。

残すところあと１試合となりましたので、今シ

ーズンの結果について御報告します。

左側のＪ１順位表にあるように、今シーズン

の大分トリニータは、第３３節終了時点で１２

勝１１引き分け１０敗の戦績で、勝点４７、７

位となっており、シーズン開幕当初の目標とし

ていた勝点４５、Ｊ１残留を果たしました。チ

ームとフロントが一体となり、シーズン開幕前

の予想を超えた見事な成績となったところです。

続いて、右側のＪ１リーグ観客動員数を御覧

ください。今シーズンのホームゲームの平均入

場者数は、現時点で１万５，２２９人となって

います。これは、Ｊ１全体では１３位となりま

すが、昨シーズンの８，９０７人を大きく上回

ることができました。

大分ＦＣは、１１月１９日に来シーズンも片

野坂監督が指揮を執ることを発表し、早速、Ｊ

１定着に向けたチームづくりに着手していると

聞いています。

１１ページをお開きください。大分ＦＣの令

和２年１月期決算について、１０月末時点での

見込みを御説明します。

左側の貸借対照表を見ますと、負債の部のう

ち、短期及び長期借入金は昨年と同様にゼロと

なっています。

また、右側の損益計算書ですが、今期の営業

利益は昨期を上回り、当期純利益はシーズン途

中の選手の移籍に伴い、臨時的にその他収入が

増加したことなどから、１億２，７００万円と

なる見込みです。

なお、大分ＦＣでは、Ｊ１定着を目指し、事

業規模を拡大させるため、スポンサー収入やシ

ーズンパス販売数を増加させるよう取り組んで

います。加えて、県民に愛されるトリニータに

なるため、ホームゲームでの障がい者スポーツ

の普及などの様々な取組を行うこととしていま

す。皆さまには、引き続きの御協力をお願いし

ます。

続いて、１２ページを御覧ください。昨年度

開催した国民文化祭のカルチャーツーリズムの

検証について、御説明します。

まず最初に、１の国民文化祭における取組に

ついてです。

文化祭イベントにあわせて地域の食や体験を

組み込んだカルチャーツーリズムツアーを実施

しました。ツアー造成にあたっては、各市町村

や地域の観光協会等関係者が検討を重ね、地域

の素材を掘り起して商品化を進めました。

ツアーの実績としては、２４コースを催行し、

県内外から６４６人が参加しました。参加者に

ついては、女性が７６％と多く、県外客は約２

割で、うち福岡県が最多の７４人でした。

アンケートによると、参加者の満足度は９０

％と非常に高く、また、大分の魅力を感じたと

の回答は９６％に上りました。「アート作品と

土地の文化のつながりの意味がよく分かり満足

した」といった御意見や、「魅力発信する地域

の人の力の大きさを感じた」といった地元ガイ

ドを評価する御意見も多くいただきました。

豊後大野市朝倉文夫記念館の巨大寝転び招き猫

鑑賞と酒蔵巡りなど、地域の優れた芸術文化と

食を組み合わせたツアーが人気でした。
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今後、県内の芸術文化資源に磨きをかけ、国

内外にアピールできる魅力的な芸術文化の取組

を増やし、情報発信を強化することにより、交

流人口の拡大や滞在時間の増加につなげていく

ことが重要と考えています。

続いて、２の今年度の取組についてです。

まずは、（１）芸術文化を活用したツアーの

実施については、県や市町村、地域の観光協会、

ツーリズムおおいた等の関係団体が、文化祭の

取組を継続・発展させた多彩なツアーの実施に

取り組んでいます。

例えばツーリズムおおいたでは、これまで国

宝臼杵石仏と臼杵城下町散策等のツアーや体験

プラン等８コースの旅行商品を催行してきたほ

か、国民文化祭で掘り起した素材を活用し、イ

ンバウンド向けの新たなアートツアーの造成も

計画しています。

次に、（２）魅力あるコンテンツづくりにつ

いては、現在、国内外に強くアピールできる優

れた芸術文化資源にさらに磨きをかける取組を

行っています。国東半島で次年度以降に計画し

ている世界的なアーティストと住民の協働によ

る作品制作の事前調査や、久住高原における

「ＤＲＵＭ ＴＡＯ」を核とした天空の展望公

園整備のための支援に取り組んでいます。

さらに、大分が誇る芸術文化の情報をＳＮＳ

やツーリズムおおいたのホームページ等を通じ

て国内外の多くの方々に発信し、大分の魅力を

知っていただく取組も進めています。

これらの芸術文化を活用したカルチャーツー

リズムにより、多くの人を呼び込む活力ある地

域づくりを促進していきます。

ただいまの報告について、質疑は木付委員長

ありませんか。

まずトリニータについてですが、衛藤副委員長

今年動員数を増やすためのイベント、例えば女

性向けとかいろいろやっていたんですけど、や

ってみて実際その辺りがどういう評価だったの

か。実際に観客増につながっていったのか。う

まくいかないことは当然あると思うんですが、

次に向けての課題を、この終盤にきてどう感じ

ているのか。きちんとチケットを買って来てく

れる入場者数というのは、トリニータの経営の

安定上非常に大事になってくると思いますので、

ここをどう増やしていくか、来年度に向けてし

っかり取り組んでいっていただければと思いま

す。１点目が今年の評価について、今のところ

で結構ですので、大体どうだったかという点。

２点目がカルチャーツーリズム。性別、来訪

元、参加者の状況って、これはすごく大事だと

思います。見ると、来訪元は県内が非常に多い

ですよね。また、県外の１３８人、この参加者

をどうやってリピーターにしていくか。これか

らまたツアーを組んでいくんだったら、こうい

った方へのアプローチ等も大事だと思いますし、

その辺をしっかりしていっていただければとい

う要望です。これを受けて、次にどうやってい

かしていくか、引き続き検討していただければ。

最後のは要望です。

トリニータの秋月芸術文化スポーツ振興課長

試合の際に、今回イベントを開催しました。子

ども向けであったり、女性向けのイベントを開

催したところ、８月の暑い時期ではあったんで

すが、通常より非常に多くのお客さまにおいで

いただくことができました。例えば、女性向け

にはインスタ映えするコーナーを作ったり、県

内のアーティストを使って、特別なユニホーム、

レプリカユニホームをお配りしたりということ

で、予想を超える大変多くの方々においでいた

だきました。

やっぱりトリニータの試合にお客さまがおい

でになるということは、スポーツ公園の集客に

つながりますし、その集客した皆さんをどうい

うふうにスポーツの活性化につなげていくかと

いうことは、とても大事なことだと思っていま

す。そういったところも、今後検討を進めてい

きたいと考えています。

付け加えなんですが、チケ中島企画振興部長

ット収入を増やすというお話がありましたけれ

ども、今回、平均入場者数が約８，９００人か

ら約１万５千人に増えています。この数の内訳

も、チケット料金をしっかりいただいている数

がぐんと増えています。そういうところもあっ

て、さきほど申し上げたような経営の安定にも
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なっているところです。

今回一番お客さんが入ったのが鹿島戦でして、

２万８千人ぐらい入ったかと思うんですが。そ

のときに２５周年の記念イベントをやり、昔か

らのお客さんも含めて来ていただきました。そ

ういったところも含めて、しっかりとやってい

ければと思います。

戻って悪いんですけど、ラグビーの平岩委員

ことについて、一生に一度が終わったからいい

かと思ったんですけど、実はラグビーワールド

カップとＪＲとの連携なんです。

１０月２０日にフランスとウェールズの試合

が終わって、次の日、私は熊本出張だったんで

すよね。もちろんチケットは全然取れないし、

大分始発だから早くに行って並ぶしかないなと

思って、それはいいんですけど、でも外国の方

が大きな荷物を持ってみんなどんどんやってき

て、もう全部列車が行くところ行くところで時

間が延びてしまって、結局連結が何にもうまく

いかずに遅刻しちゃったんです。でも、みんな

ラグビーだったから仕方ないねという気持ちで

納得しているんですけど、大分駅の車掌は一生

懸命英語でこっちに並んでくださいって言って

いるんですけど、列車の中のアナウンスは日本

語で奥にお詰めくださいって言うもんだから全

然分からなくて、みんな立ったままという状況

だったんです。こういうときこそ、朝少しだけ

増便できないのかなと思ったりしたもんですか

ら、来年イングランドがまた来るんだったらと

思ったりしながら、ＪＲとの連携がどうだった

かというのをちょっと教えてください。

高橋ラグビーワールドカップ２０１９推進課長

ＪＲとの連携は、開催前にＪＲ、大分市やお

店の方も含めて何度も協議をしています。それ

でも、やはり海外の方がたくさん来るというこ

とで、やっぱりやってみてこういうことだった

んだなと思っています。そこは反省点として一

層注意をしていきますが、今度のイングランド

戦は恐らく海外の方というよりも国内の方が多

いだろうと思うので、その辺の予測も含めて、

もちろん海外の方にも対応できるよう話をして

いきますが、しっかり検討していきたいと思い

ます。

ありがとうございました。一生に一平岩委員

度の経験をしたなと思っていますので、結構で

す。（「２０年後にあるかもしれません」と言

う者あり）

トリニータの話で昭和電工ドーム、麻生委員

ラグビーのときがそうでしたが、交通アクセス

が一番問題だったんです。今回、昭和電工ドー

ムじゃなくてパークプレイスの駐車場について、

初戦のときに全く入らなくなったので、どうぞ

お使いくださいとパークプレイスが寛容に対応

して、お客さんが結構使っていたという事実が

あるそうです。ぜひそこら辺を今後にいかして

いくよう、間に入って対応いただければと思い

ます。情報提供です。

ほかに質疑はありませんか。木付委員長

〔「なし」と言う者あり〕

委員外議員の方はありませんか。木付委員長

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに御質疑もないようですので、木付委員長

これで諸般の報告を終わります。

次に、付託外案件の審査に入ります。

議長から回付されている陳情６と７について、

あわせて審査を行いますが、陳情６については

県議会への陳情となっていますので、議会事務

局の岡崎議事課長にも御出席いただいています。

それでは、執行部の説明を求めます。

陳情文書表の１ページを御覧く岡崎議事課長

ださい。陳情６について御説明します。

本陳情は、県が地方創生先行型交付金を財源

とし、平成２７年度に実施した新規就農創出基

盤整備事業について、平成３０年２月の会計検

査院実地検査において指摘を受けた件などにつ

いて、県執行部及び県議会は説明責任を果たし

ていないとした上で、議会のチェック機能・監

視機能として厳しく総括するよう求めているも

のです。

県議会においては、御案内のとおり、常任委

員会等での審議や所管事務調査などを通じて県

行政をチェック・監視しています。また、当該

会計検査院実地検査の結果についても、平成３

０年第４回定例会の農林水産委員会において執
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行部から報告を受け、質疑を行ったところです。

陳情文書表の２ペ中山おおいた創生推進課長

ージをお開きください。陳情７について御説明

します。

本陳情は、さきほど報第４７号で御審議いた

だいた第２期大分県総合戦略を策定・推進する

体制として、幅広い層の住民をはじめ、産業界

・行政・教育・金融機関等からなる推進組織の

設立を求めるものです。

報告の中で説明したとおり、総合戦略の取組

は、長期総合計画の取組を別軸の基本目標で整

理し直したものであり、総合戦略の策定に係る

議論は、長期総合計画の中間見直し委員会にお

いて行われています。

この中間見直し委員会には、安心、活力、発

展の分野別の３部会及び全体の調整を行う総合

部会を置き、県内各界から５９名の方に委員に

就任していただき、今年の５月から議論を重ね

ています。

本陳情の提出者が設立を求めている推進組織

については、この中間見直し委員会がその任に

あたっています。県民の意見を聴くという重要

なことに加え、本県の特徴的な取組でもある大

分県まち・ひと・しごと創生本部会議を毎年開

催し、知事が直接、市町村長の意見をしっかり

聞きならがら、連携強化を図っています。

第２期総合戦略の策定後は、市町村との連携

はもとより、プラン推進委員会を立ち上げ、中

間見直し委員会と同様に各界から委員に就任し

ていただき、総合戦略と長期総合計画の推進を

図っていきます。

この陳情について、御意見等はあ木付委員長

りませんか。

さきほども申し上げたんで、それ以麻生委員

上は申しませんが、我々は重く受け止めながら、

しっかり対処していこうと思いますので、執行

部も御協力をお願いします。

１点、海外ＩＴ事業者との契約問題について

分かりますか。後ほどでも構いませんが。

後ほどお願いします。ほかにあり木付委員長

ませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

委員外議員の方はありませんか。木付委員長

２億２，７００万円の使用が不堤委員外議員

当で返還、いまだに総括がされておらずと書い

ているよね。ここら辺は具体的に何かしたの。

前々回の委員会で。木付委員長

この委員会の中で総括したのね。堤委員外議員

委員会の文書を見れば、どういう総括がされた

かというのは分かるということなの。

第２回定例会の常任委員会で審岡崎議事課長

議しています。その結果については、委員会の

記録ということでホームページで公開していま

すので、御確認いただければと思います。

ほかにありませんか。木付委員長

〔「なし」と言う者あり〕

ほかにないようですので、以上で木付委員長

陳情について終わります。

この際、ほかに何かありますか。

〔「なし」と言う者あり〕

別にないようですので、これをも木付委員長

ちまして企画振興部関係の審査を終わります。

執行部の皆さんはお疲れさまでした。

ここで、暫時休憩します。

午後３時１９分休憩

午後３時２５分再開

これより、総務部関係の審査に入木付委員長

ります。

本日は、委員外議員として堤議員に出席いた

だいています。

それでは、まず第１０８号議案令和元年度大

分県一般会計補正予算（第３号）のうち、本委

員会関係部分について、執行部の説明を求めま

す。

初めに私から、本日審査をお願和田総務部長

いしている案件等について概括的に説明申し上

げます。

委員の皆さまには常日頃から県政全般にわた

って御指導、御助言をいただいており、改めて

感謝を申し上げます。

本日の委員会では、付託案件８件について説

明します。このうち、第１０８号議案大分県一

般会計補正予算（第３号）については、県立病

院の新生児集中治療室の病床増床に要する経費
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を計上するものです。

また、第１１０号議案大分県の事務処理の特

例に関する条例の一部改正については、農地法

に基づく事務について、臼杵市へ権限移譲する

ための所要の改正等を行うものです。

第１１２号議案職員の給与に関する条例等の

一部改正については、令和元年大分県人事委員

会勧告に基づき、職員の月例給、期末・勤勉手

当等の引上げのほか、知事及び県議会議員等の

特別職の報酬等を引き上げるものです。

その後、諸般の報告として、現在策定・検討

中の次期行財政改革プランの策定について、御

説明します。

各事項の詳細については、それぞれ担当の所

属長等から説明しますので、どうぞよろしくお

願いします。

それでは、第１０８号議案令和佐藤財政課長

元年度大分県一般会計補正予算（第３号）の歳

入について御説明します。

議案書は１ページですが、総務企画委員会説

明資料で説明します。資料の１ページを御覧く

ださい。

今回の補正予算案の主な内容は、冒頭にある

とおり、県内の周産期医療体制の緊急的な確保

に向け、県立病院の新生児集中治療室の病床を

増床するために要する経費を計上するものです。

補正額は、１補正概要にあるとおり３，６２

２万９千円であり、累計の予算額は６，５００

億３８９万９千円となります。

歳入については、その下の歳入の内訳にある

とおり、県立医療施設整備基金からの繰入金で

す。

なお、今回の補正予算案には総務部関係の歳

出はありません。

以上で説明は終わりました。木付委員長

これより質疑に入ります。質疑はありません

か。

〔「なし」と言う者あり〕

委員外議員の方はありませんか。木付委員長

〔「なし」と言う者あり〕

別に御質疑もないようですので、木付委員長

これより採決します。

本案のうち本委員会関係部分については、原

案のとおり可決すべきものと決することに御異

議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案のうち本木付委員長

委員会関係部分については、原案のとおり可決

すべきものと決定しました。

次に、第１１０号議案大分県の事務処理の特

例に関する条例の一部改正についてですが、本

案については、関係する福祉保健生活環境委員

会及び農林水産委員会に合い議をしていること

を申し添えます。

それでは、執行部の説明を求めます。

第１１０号議案大分県の事中村行政企画課長

務処理の特例に関する条例の一部改正について

御説明します。

議案書は１９ページですが、総務企画委員会

説明資料の２ページで説明します。

事務処理の特例に関する条例は、地方自治法

の規定に基づき、知事の権限に属する事務のう

ち、市町村に権限移譲する事務の範囲を定める

条例です。

今回の改正の１点目は、農地法に基づく農地

又は採草放牧地の転用許可に関する事務などを

臼杵市に移譲するため、所要の改正をお願いす

るものです。

２点目は、関係法令の改正に伴う規定整備で

す。（１）の毒劇物法に関しては、事業者の登

録等に係る事務が、国から都道府県に移譲され

ることに伴い、国への進達事務などが不要とな

ることから、規定の整備が必要とされたところ

です。

施行期日については、一部を除き、令和２年

４月１日からとしています。

以上で説明は終わりました。木付委員長

これより質疑に入ります。質疑はありません

か。

〔「なし」と言う者あり〕

委員外議員の方はありませんか。木付委員長

〔「なし」と言う者あり〕

別に御質疑もないようですので、木付委員長

これより採決します。
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なお、本案について、福祉保健生活環境委員

会及び農林水産委員会の回答は、原案のとおり

可決すべきとのことであります。

本案は原案のとおり可決すべきものと決する

ことに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案は原案の木付委員長

とおり可決すべきものと決定しました。

次に、第１１１号議案大分県職員定数条例の

一部を改正する条例の一部改正についてですが、

本案については、関係する福祉保健生活環境委

員会に合い議をしていることを申し添えます。

それでは、執行部の説明を求めます。

第１１１号議案大分県職員定数後藤人事課長

条例の一部を改正する条例の一部改正について

御説明します。

議案書は２０ページですが、総務企画委員会

説明資料の３ページで御説明します。

大分県職員定数条例は、地方自治法の規定に

基づき、一般職に属する常勤の職員の定数につ

いて、上限などの必要な事項を定めているもの

です。

まず、１の改正理由ですが、このたび、大分

市医師会立アルメイダ病院が地域周産期母子医

療センターを令和２年３月末で閉鎖することを

発表しました。これに伴い、県全体の周産期医

療体制の確保を図るため、大分県立病院総合周

産期母子医療センターにおいて、新生児集中治

療室の病床を３床増床し、それに伴い患者受入

体制の維持に必要となる病院局職員の定数を増

員したいというものです。

次の２の改正内容ですが、病院局の職員定数

については、令和元年第２回定例会において、

新生児回復病床の体制強化のため、７０８人か

ら７１８人へ増員する改正条例の議決をいただ

いたところですが、今回、さらに１２人増員し、

病院局の職員定数を令和２年４月１日時点で７

３０人とするよう前回の改正条例に上乗せして

改正するものです。

今回の増員の内容については、職種別の必要

人員の表にあるとおり、看護師１０人、臨床心

理士１人、薬剤師１人の計１２人となります。

３の施行期日は、公布の日としています。

以上で説明は終わりました。木付委員長

これより質疑に入ります。質疑はありません

か。

〔「なし」と言う者あり〕

委員外議員の方はありませんか。木付委員長

〔「なし」と言う者あり〕

別に御質疑もないようですので、木付委員長

これより採決します。

なお、本案について、福祉保健生活環境委員

会の回答は、原案のとおり可決すべきとのこと

であります。

本案は原案のとおり可決すべきものと決する

ことに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案は原案の木付委員長

とおり可決すべきものと決定しました。

次に、第１１２号議案職員の給与に関する条

例等の一部改正について、執行部の説明を求め

ます。

第１１２号議案職員の給与に関後藤人事課長

する条例等の一部改正について御説明します。

議案書は２１ページからですが、総務企画委

員会説明資料で説明します。資料の４ページを

お開き願います。

項目１の職員の給与に関する条例の一部改正

です。

給与改定については、人事委員会が毎年、地

方公務員法の趣旨を踏まえ、民間の給与と県職

員の給与の較差を比較し、その上で国や他県の

動向等も考慮しながら勧告を行っています。今

年度は、給料月額、期末・勤勉手当ともに県職

員が民間を下回っている状況があったというこ

とで、人事委員会から引上げの勧告を受けまし

たので、その勧告を尊重し、給与改定を行うも

のです。

まず、（１）の給料表については、平成３１

年４月１日から、平均０．１２％、月額４２０

円の改定を行うものです。

次に、（２）の期末手当及び勤勉手当につい

ては、年間の支給割合を０．０５月分引き上げ、

勤勉手当に配分するものです。
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なお、令和元年６月期については既に支給さ

れていますので、令和元年１２月期の支給割合

を０．０５月分引き上げ、一般職員については

現行０．９２５月から０．９７５月とし、部次

長級に相当する特定管理職員については現行１．

１２５月から１．１７５月とするものです。

また、令和２年度以降については、支給月数

を６月期、１２月期ともに勤勉手当の支給率が

均等になるよう、一般職員は０．９５月、特定

管理職員は１．１５月に改正するものです。

項目２の任期付職員、項目３の任期付研究員

の給与改定です。

項目２、３とも（１）の給料表を平成３１年

４月１日から一部の号給で引き上げ、（２）の

期末手当を令和元年１２月１日から年間の支給

割合を０．０５月分引き上げるものです。

また、令和元年１２月期の支給割合を、現行

１．６７５月から１．７２５月とし、令和２年

度以降の支給割合を、６月期、１２月期ともに

１．７月とするものです。

次に、資料の５ページをお開きください。

項目４の特別職の常勤職員の給与、項目５の

県議会議員の議員報酬等の改定についてです。

特別職の常勤職員の給与及び県議会議員の議

員報酬等については、国の特別職及び指定職並

びに県の一般職の改定状況を考慮して、令和元

年１２月１日から、期末手当の年間の支給割合

を０．０５月分引き上げるものです。

令和元年１２月期の支給割合を、現行１．６

７５月から１．７２５月とし、令和２年度以降

の支給割合を、６月期、１２月期ともに１．７

月とするものです。

次に、資料の６ページをお開きください。

項目６の職員の給与に関する条例等の一部を

改正する条例の一部改正についてです。

人事委員会の勧告を踏まえ、平成２９年４月

１日から実施されている扶養手当の経過措置に

ついて、平成３１年４月１日から令和２年３月

３１日までの間の子に係る扶養手当額を３００

円引き上げるものです。

以上のほか、施行期日や適用日に係る附則を

記載しています。

施行期日については、元号改正に係るものを

除いて、令和２年３月３１日までの間において

規則で定める日から施行するというものですが、

現在開会中の第２００回国会において、去る１

１月１５日に国の改正給与法案が成立しました

ので、議決をいただければ、速やかに施行日を

定める規則を制定し、施行したいと考えていま

す。

適用日については、給料表等の改定は平成３

１年４月１日から適用することとし、令和元年

１２月に支給される勤勉手当の支給率等の改定

は令和元年１２月１日から適用したいというも

のです。

以上で説明は終わりました。木付委員長

これより質疑に入ります。質疑はありません

か。

〔「なし」と言う者あり〕

委員外議員の方はありませんか。木付委員長

先日の一般質問の中で、会計年堤委員外議員

度任用職員について聞いたよね。その中で、類

似する職務に従事する常勤職員との均衡を踏ま

えて定めることにしている、結果として月収が

減少してもと、こうなっているわけやな。つま

り、この説明の意味は、同じ業態・業種の常勤

と非常勤の場合、今、給料が基本的に非常勤が

高いということなのか。それと、今の答弁のど

ういう業種が該当するのか、教えてください。

一般質問でもお答えしましたが、和田総務部長

今は非常勤の方にはいわゆるボーナス、期末手

当が支払われていないという状況に……

いやいや、それを聞いてんじゃ堤委員外議員

ない。月収が減少してもとなっているからね。

その月収が減少するのはどういう業種ですかと

聞きよるわけ。答弁書をもらったんやけど、会

計年度任用職員の給与水準については、類似す

る職務に従事する常勤職員との均衡を踏まえて

定めることにしている。結果としては、月収が

減少しても、新たに支給される期末手当も含め

れば、年収ベースでは増額になるものと考えて

いるという回答。だから、月収が減少するのは

どういう業種で、どれぐらい下がるのかという、

それを聞きたいわけ。
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一般的には、現行のいわゆる非和田総務部長

正規職員、来年度会計年度任用職員に変わる職

員の大半については、月収は下がるだろうと思

っています。ただ、それは月収としては下がり

ますけれども、新たに期末手当が支給されます

ので、それも加えれば相当程度増えることには

なると考えています。

ということは、今、実際には非堤委員外議員

常勤の方々の月収が常勤の方よりは高く、算定

する根拠が下がるということなの。どういうこ

となの。

今の非常勤職員の報酬の日額を後藤人事課長

決める考え方として、例えば事務的な業務をし

ている方については、行政職の１級の何号給を

ベースに、その非常勤の報酬額を計算するとい

う形で定めているので、月収ベースで見ると当

然、正規職員の方が給与が高いという状況にな

っています。

ちょっと意味が分からんのやけ堤委員外議員

どな。月収が減少してもと言っているわけね。

今は非常勤の方が、いや、常勤の方が高いんで

しょう。（「はい」と言う者あり）じゃあ非常

勤は低いわな。（「はい」と言う者あり）それ

が答弁として、結果として月収が減少してもっ

てなっているわけ。つまり月収が減ると言って

いるわけ。ただ今回、この任期付職員の場合で

も、基本的には常勤の方が高いのに減少してい

ないわけでしょう。非常勤の場合には等級が下

がるってことなの。

今年度の非常勤職員の報酬日額後藤人事課長

がありますが、来年度に会計年度任用職員にな

ったときの報酬日額はちょっと下がることにな

ります。（「日額は下がるのね」と言う者あ

り）はい、下がります。ただ、さきほど部長が

申し上げたとおり、期末手当を来年度から支給

できるようになるので、それを加えると年収ベ

ースでは増額するという見込みで、さらに申し

上げますと、費用弁償として通勤手当に相当す

る分を来年度から支給しますので、それを加え

ると年収ベースではさらに上がると思っていま

す。

別に年収がどうのこうのという堤委員外議員

話をしているわけじゃないのよ。年収が上がる

というのはもう分かる。ただ、月収が下がるっ

てところに引っかかっているだけの話で、その

月収が何で下がるかという説明があればいいだ

けの話。つまり、会計年度という呼び方のとき

の日額と、今の非常勤の日額とは違うというわ

けやろう。（「そういうことです」と言う者あ

り）それで、月収は下がるということやろう。

（「はい」と言う者あり）その説明をしてくれ

ればよかったんだけど、それをせんもんだから。

ほかに御質疑もないようですので、木付委員長

これより採決します。

本案は原案のとおり可決すべきものと決する

ことに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案は原案の木付委員長

とおり可決すべきものと決定しました。

次に、第１１３号議案大分県使用料及び手数

料条例の一部改正についてですが、本案につい

ては、関係する福祉保健生活環境委員会及び土

木建築委員会に合い議をしていることを申し添

えます。

それでは、執行部の説明を求めます。

第１１３号議案大分県使用料及佐藤財政課長

び手数料条例の一部改正についてです。

議案書は５３ページですが、総務企画委員会

説明資料で説明します。資料の７ページをお開

きください。

今回の改正は、１の基本的な考え方のとおり、

法令の改定等による手数料の改定を行うものが

２件です。

２の改正内容を御覧ください。

一つ目は、（１）の毒物劇物関係事務です。

いわゆる第８次地方分権一括法により、毒物

又は劇物の原体の製造及び輸入業者の登録等に

係る事務・権限が、国から県へ移譲されるため

改定するものです。

現在、原体についての製造業等の登録手数料

は、①の内訳のとおり、国１万４，１００円、

県２万７００円の合計３万４，８００円となっ

ています。改正後は、現行で県が登録を行って

いる製剤・小分けと手続が同じになることから、
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金額も同額の２万７，２００円とし、②登録更

新手数料、③登録変更手数料についても、製剤

・小分けの手数料と同じ金額を設定するもので

す。

また、④登録票の書換え、⑤再交付のそれぞ

れの手数料については、販売業に加え、製造業

及び輸入業も全て県の事務となることから、区

分の名称を変更するものです。

施行日は、地域の自主性及び自立性を高める

ための改革の推進を図るための関係法律の整備

に関する法律附則第１条第５号に規定する日と

しており、来年４月を予定しています。

次に、（２）建築士法関係事務です。

今回、建築士法の改定により、建築士人材の

安定的な確保のため、大学等の取得単位数の基

準を満たす者については、建築士試験の受験要

件としていた実務経験を、試験合格後の免許登

録要件とすることとし、あわせて実務経験の審

査手続を厳格化することになりました。

これにより、実務経験の審査時期が試験時か

ら免許登録時になること、審査手続の厳格化に

より人件費等が増加することから、県が行う２

級建築士及び木造建築士の登録・受験に係る手

数料の額について改定するものです。

金額は、地方公共団体の手数料の標準に関す

る政令の一部を改正する政令に定められた標準

金額に基づき、免許手数料を２万４，４００円、

試験手数料を１万８，５００円としています。

施行日は、建築士法の一部を改正する法律の

施行の日としており、来年３月を予定していま

す。

以上で説明は終わりました。木付委員長

これより質疑に入ります。質疑はありません

か。

〔「なし」と言う者あり〕

委員外議員の方はありませんか。木付委員長

〔「なし」と言う者あり〕

別に御質疑もないようですので、木付委員長

これより採決します。

なお、本案について、福祉保健生活環境委員

会及び土木建築委員会の回答は、原案のとおり

可決すべきとのことであります。

本案は原案のとおり可決すべきものと決する

ことに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案は原案の木付委員長

とおり可決すべきものと決定しました。

次に、第１１４号議案当せん金付証票の発売

について、執行部の説明を求めます。

第１１４号議案当せん金付証票佐藤財政課長

の発売について、いわゆる宝くじの発売につい

てです。

議案書は５５ページですが、総務企画委員会

説明資料の８ページで説明します。

宝くじについては、当せん金付証票法により、

都道府県及び指定都市が公共事業等の費用に充

てるための財政資金を調達する場合に、その発

売が認められています。地方公共団体ごとの売

上額の約４割がその団体の収入となり、本県の

宝くじ収入は平成３０年度で約２８億円となっ

ています。

今回の議案は、令和２年度に本県が他の地方

公共団体と共同して宝くじを発売するにあたっ

て、当せん金付証票法に基づいて行う、総務大

臣への発売許可申請の際に必要となる宝くじの

発売限度額について、議会の議決をお願いする

ものです。

令和２年度の発売限度額については、全国の

発売計画額及び直近の売上実績等を勘案して見

積もり、令和元年度より２億円多い１０４億円

としたところです。

主な増減理由は、数字選択式くじ及び通常く

じの全国発売計画増に伴う増額、インターネッ

ト専用くじの開始に伴う皆増、ラグビー協賛く

じの終了に伴う皆減等です。

以上で説明は終わりました。木付委員長

これより質疑に入ります。質疑はありません

か。

〔「なし」と言う者あり〕

委員外議員の方はありませんか。木付委員長

〔「なし」と言う者あり〕

別に御質疑もないようですので、木付委員長

これより採決します。

本案は原案のとおり可決すべきものと決する
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ことに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案は原案の木付委員長

とおり可決すべきものと決定しました。

次に、第１１５号議案大分県税条例の一部改

正について、執行部の説明を求めます。

第１１５号議案大分県税条例の吉冨税務課長

一部改正について御説明します。

議案書は５６ページですが、お手元の総務企

画委員会資料の９ページをお開き願います。

１の改正理由にあるとおり、行政手続等にお

ける情報通信の技術の利用に関する法律の一部

改正に伴い、その法律名等が改正されたため、

大分県税条例の一部を改正するものです。

２の改正内容についてですが、県税条例では

自動車税の電子申告などに係る規定において、

この法律を引用していますので、下の新旧対照

表に記載のとおり規定の整備を行うものです。

３の施行期日については、改正法の施行の日

としています。

以上で説明は終わりました。木付委員長

これより質疑に入ります。質疑はありません

か。

〔「なし」と言う者あり〕

委員外議員の方はありませんか。木付委員長

〔「なし」と言う者あり〕

別に御質疑もないようですので、木付委員長

これより採決します。

本案は原案のとおり可決すべきものと決する

ことに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案は原案の木付委員長

とおり可決すべきものと決定しました。

次に、第１１６号議案大分県産業廃棄物税条

例の一部改正についてですが、本案については、

関係する福祉保健生活環境委員会に合い議をし

ていることを申し添えます。

それでは、執行部の説明を求めます。

第１１６号議案大分県産業廃棄吉冨税務課長

物税条例の一部改正について御説明します。

議案書は５７ページですが、お手元の総務企

画委員会説明資料の１０ページをお開き願いま

す。

産業廃棄物税は、法定外目的税として、平成

１７年４月１日から九州一斉に導入しています

が、５年を目途として再検証することとされて

おり、税導入から１５年目を迎える本年度、３

度目の検証を行ったところです。

１の改正理由ですが、検証を行った結果とし

て、引き続き現行制度のとおり継続するととも

に、本改正条例の施行後５年を目途に再度検証

を行うこととするとの結論を得たため、所要の

改正を行うものです。

２の改正内容にあるとおり、今回の改正では、

税制度自体の改正はないため、施行後５年を目

途に再検証する規定を、下の新旧対照表に記載

のとおり更新することとしています。

３の施行期日については、令和２年４月１日

としています。

それでは、今回の検証結果について簡単に御

説明します。

まず、産業廃棄物税は、循環型社会の形成に

向け、産業廃棄物の排出の抑制、再生利用その

他適正な処理の推進を図るための施策に要する

費用に充てることを目的としており、産業廃棄

物を排出する事業者を納税義務者として、最終

処分場への搬入は１トン当たり１千円、焼却施

設への搬入は、１トン当たり８００円の税率で

課税しています。

１１ページをお開きください。こちらは今回

の報告書の抜粋となっています。

２の産業廃棄物税の現状についてにあるとお

り、税収はおおむね３億円前後で推移しており、

前回検討から５年間、平成２７年度から令和元

年度の合計で約１６億７千万円となっています。

また、税活用事業への充当額は、同じく５年間

で約１８億４千万円となっています。

なお、活用事業の詳細については、１３ペー

ジをお開きください。使途名ごとに四つに分類

しています。例えば１の排出抑制・再生利用の

推進の循環型環境産業創出事業では、産業廃棄

物の再生利用等の事業化に要する機械設備等の

経費の補助を行っています。２の適正処理の推

進では、産廃の監視員による巡回監視や監視カ
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メラの設置等を行う廃棄物不法投棄防止対策事

業などに活用しています。

１１ページにお戻りください。３の産業廃棄

物税の導入効果についてですが、一つ目のグラ

フにあるとおり、産業廃棄物の排出量は景気や

事業活動等により影響を受けますが、ほぼ横ば

いで推移しており、そのうち再生利用を行った

割合、再生利用率は税導入後に上昇しています。

ただし、２１年度頃から横ばいとなっています。

その下のグラフは、全国と推移を比較したも

のですが、実線は大分県、点線は全国となって

います。再生利用量は、全国を上回るペースで

増加しており、逆に、最終処分量は大きく減少

しているものの、全国の減少ペースよりは１０

ポイントほど低く、引き続き、削減に向けた取

組が必要な状況です。

次の１２ページをお開きください。

４の産業廃棄物税をめぐる新たな課題等につ

いてですが、この５年間で新たに海洋プラスチ

ックをはじめとする廃プラスチックの適正処理

や、事業系の食品ロスの削減の問題などの課題

がでてきています。

以上のことを踏まえ、５の今後の方向性につ

いてですが、まず（１）の税制度の方向性とし

ては、税の導入効果が確認できることなどから、

税制度は現行制度のまま継続していくべきであ

るとしています。

さらに（２）において、今後５年間の税活用

事業の方向性として、四つのポイントを示して

います。

特に、さきほど申し上げた廃プラスチックの

適正処理や事業系食品ロスの削減等の課題に対

応するため、税活用事業の拡充が必要であるこ

となどとしています。

以上で説明は終わりました。木付委員長

これより質疑に入ります。質疑はありません

か。

議案説明を受けているのに、今気付平岩委員

いたんですけど、１０ページに産業廃棄物に関

する税制度を導入している都道府県は２７道府

県とあるんですが、導入していない県もあると

いうことですか。

都会の県などは最終処分場を造吉冨税務課長

ることができませんので、都市部では導入され

ていません。

名称ですけど、産業廃棄物税では木付委員長

なくて循環社会推進税とかどうでしょうか。産

業廃棄物というのは最近使われなくなっている

ようで、名称を変えてはどうかという提案です。

御検討を。

委員外議員の方はありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに御質疑もないようですので、木付委員長

これより採決します。

なお、本案について、福祉保健生活環境委員

会の回答は、原案のとおり可決すべきとのこと

であります。

本案は原案のとおり可決すべきものと決する

ことに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案は原案の木付委員長

とおり可決すべきものと決定しました。

次に、執行部から報告の申出がありますので、

これを許します。

それでは、次期行財政改革プランの策定につ

いて、説明をお願いします。

次期行財政改革計画の素案中村行政企画課長

について説明します。別冊の大分県行財政改革

推進計画～次世代型「スマート県庁」を目指し

て～素案（概要）を御覧ください。

１ページは目次です。計画の名称は、次世代

型の行政運営の仕組みづくりを推進するため、

大分県行財政改革推進計画とし、次世代型「ス

マート県庁」を目指してという副題を付けてい

ます。

構成は、第１章に基本的な考え方と計画期間、

第２章に具体的な取組を行政運営、社会保障、

社会資本・公共施設、財政資源と職員人材の活

用の順に記載しています。

２ページの基本的な考え方を御覧ください。

下線部分を中心に御説明します。

まず、（１）これまでの行財政改革の取組と

成果として、累次のプランに基づく聖域なき行

財政改革の取組と成果に触れています。
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その上で、（２）今後見込まれる社会の変化

として、①人口減少・少子高齢化に伴う構造的

な課題、具体的には２０４０年にかけて急速な

人口減少・少子高齢化が進むと推計され、官民

双方の担い手不足、医療・介護需要の増加、税

・社会保険料の増加といった課題が生じるおそ

れがあります。また、社会資本・公共施設も２

０４０年にかけて老朽化が進み、更新費用の増

加、料金収入の減少等の課題が生じるおそれが

あります。

一方、②第４次産業革命がもたらす社会の変

化として、社会のあらゆる場面で第４次産業革

命と呼ばれるデジタル革命が進展し、社会に自

動化、遠隔やデータを活用したきめ細かなサー

ビスの提供、デジタル化による時間・手間・コ

ストの軽減といった変化が期待されています。

国も成長戦略として、Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０の

実現、全世代型社会保障への改革等の施策を推

進しようとしているところです。

３ページを御覧ください。こうした社会の変

化を踏まえて、（３）先端技術を活用した新た

な行財政改革の推進をしていきます。人口減少

・少子高齢化に立ち向かい、将来にわたって住

みたいところに住み続けたいという県民の願い

をかなえる「安心・活力・発展」や「おおいた

創生」の県政運営を支える基盤を構築するため、

第４次産業革命がもたらす革新的な先端技術も

積極的に活用し、次世代の社会の姿を見据えた

新たな行政運営の仕組みづくりを目指します。

２の計画期間については、長期総合計画にあ

わせて令和６年度までの５年間とします。

４ページ以降の主な取組を御説明します。青

字の下線部分を中心に御覧ください。

まず、行政運営では、行政手続の電子化にお

いて、デジタル３原則にのっとって１００％電

子化を目指します。また、業務の効率化では、

業務プロセスの見直しを行った上で、ＲＰＡな

どのＩＣＴを活用し抜本的に効率化を図ります。

例えば、令和元年度から先行導入する９事業で

は、業務時間を３割削減できる見込みです。

５ページを御覧ください。社会保障では、デ

ータヘルスの推進として、データを連結・分析

し県民全体のライフステージを通じた健康課題、

県民一人一人の健康課題を的確に把握し、その

上で明らかになった健康課題の解消を図るため、

関係機関が連携して効果的・効率的な保健事業

を実施します。例えば、糖尿病の重症化を予防

できると、県民のＱＯＬ向上と医療費軽減の両

面で大きな効果があります。本人のＱＯＬは、

週２から３回、１回４から５時間かかる人工透

析の負担を回避できますし、医療費は、例えば

県内の人口当たり透析患者数が全国並みに改善

すると年間医療費４５億円が抑制されます。

６ページを御覧ください。高齢化を見据えて

健康寿命の延伸、介護予防と自立支援、高齢者

の活躍・社会参加まで、県民が生き生きと活躍

し続ける生涯現役社会の実現を目指します。な

お、国も７０歳までの就業機会の確保や疾病・

介護の予防など、全世代型社会保障への改革に

政権の最重要課題として取り組んでいます。

７ページを御覧ください。社会資本では、Ｉ

ＣＴ等を活用した建設現場の生産性向上を図る

ため、公共工事においてＩＣＴの全面的な活用

を進めます。なお、国直轄事業では、土工・舗

装工で延べ作業時間を３から４割縮減する効果

が上がり、今後、道路工事・河川工事の全ての

主要工種にＩＣＴ導入の拡大も予定されていま

す。その下の図は県道事業での活用事例ですが、

ドローンによる３次元での測量、３次元データ

を活用した設計・施工、ドローンによる検査ま

で工程全体でＩＣＴを活用し、こちらも３６％

の作業時間縮減の成果が上がっています。

最後に８ページを御覧ください。財政運営で

は、持続可能な行財政基盤を構築するため、引

き続き、県税収入の確保に努め、安定した財政

運営に必要な財政調整用基金残高を確保すると

ともに、戦略的な投資を行いながら県債残高の

適正管理を行うことで健全財政を堅持していき

ます。

概要の説明は以上です。今後、パブリックコ

メントを行った上で、最終案の取りまとめを行

い、年明けの第１回定例会に議案を上程したい

と考えています。

ただいまの報告について、質疑は木付委員長
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ありませんか。

２点、ちょっと意見を述べさせてい麻生委員

ただきます。

社会資本・公共施設で、県有建築物の利活用

促進という部分があります。九州経済調査協会

が「スポーツの成長産業化と九州経済」という

特別レポートをまとめているんですが、今回、

ラグビーワールドカップを開催したときに、昭

和電工ドームではビールが飲めましたよね。１

日に４千万円の売上げがあったと聞いているん

ですが、室内スポーツについて、例えば今日、

武道スポーツセンターで大相撲の大分巡業をや

っているんじゃないかと思うんですけど、ああ

いったところで日本酒とか飲めるのかなと。基

本的に屋内スポーツ施設は、飲酒だめ、飲食だ

めという形になっているんじゃないかなと。

今後、室内スポーツにおいても、そういう稼

ぐ方法というのも考えていく必要があるんじゃ

ないかと思うので、維持メンテナンスの方法も

含めていろんな課題があるんでしょうけど、そ

ういうことも可能な楽しいスポーツ施設になる

ような方策も検討していただければというのが

１点です。

もう１点は、「スマート県庁」を目指してと

いうことですが、大分県は民間を含めて全国で

一番通勤時間が短いという長所、メリットがあ

ると聞いています。そういった長所を、県庁を

あげて伸ばしていくというのも一つの手じゃな

いかなと思っています。通勤時間が短いことに

よるヘルスデータとか、ほかにも行革につなが

るような部分はいろいろ出てきそうなんで、働

き方改革、最先端技術を使っての働き方とかい

うことにもつながるんじゃないかなと。ぜひそ

ういう視点で、全国一通勤時間が短いことをさ

らに伸ばすようなことも盛り込んでいただけれ

ばなと思います。

４ページを拝見すると、デジタ衛藤副委員長

ル３原則にのっとったオンライン化を徹底して

１００％電子化を目指すとありますが、これは

５年間で１００％やるという理解でよろしいん

でしょうか。

目指していくということで中村行政企画課長

す。まずはどんな手続があるのか、洗い出しを

始めるところからなんですけれども、しっかり

推進していきたいと考えています。

ぜひしっかり頑張ってください。衛藤副委員長

よろしくお願いします。

財政調整用基金残高の３３０億円木付委員長

ですが、前回に比べて６億円上がってますよね。

これは標準財政規模が上がったということでよ

ろしいですか。

標準財政規模は、毎年の普通交佐藤財政課長

付税とか税収によって若干増減があります。平

均すると大体今、３，３００億円程度かなとい

うことで、今回設定として３３０億円としまし

た。

ほかに質疑はありませんか。木付委員長

〔「なし」と言う者あり〕

委員外議員の方はありませんか。木付委員長

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに御質疑もないようですので、木付委員長

諸般の報告を終わります。

この際、ほかに何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別にないようですので、これをも木付委員長

ちまして総務部関係の審査を終わります。

執行部の皆さんはお疲れさまでした。

〔委員外議員、総務部退室〕

それでは協議事項に入ります。木付委員長

まず、閉会中の所管事務調査の件について、

お諮りします。

お手元に配付のとおり、各事項について、閉

会中、継続調査を行いたいと思いますが、これ

に御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、所定の手続を木付委員長

取ることとします。

この際、ほかに何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別にないようですので、これをも木付委員長

ちまして本日の委員会を終わります。

お疲れさまでした。


